
資料４

青函共用走行の検討状況について

国土交通省鉄道局



◆昭和14年6月 ： 青函トンネルの調査開始

青函トンネル建設の経緯青函トンネル建設の経緯

昭和 年 月 青函 調 開始

◆昭和16年12月 ： 太平洋戦争開始。戦争開始とともに調査中断

◆昭和21年 ： 調査再開

◆昭和29年9月 ： 青函連絡船「洞爺丸」海難事故発生。

これ以降、本州と北海道をトンネルで結ぶ構想が具体化。

◆昭和39年4月 実施計画作成の指示（運輸大臣 日本鉄道建設公団）◆昭和39年4月 ： 実施計画作成の指示（運輸大臣→日本鉄道建設公団）

在来線の電気機関車を考慮したトンネルを計画。

◆昭和40年8月 ： 調査に関する工事実施計画の認可（運輸大臣→日本鉄道建設公団）

地質、掘削方法、施工法等について、斜坑・横坑を掘削することにより調査。

◆昭和46年4月 ： 通達（運輸大臣→日本鉄道建設公団）

「将来新幹線を通しうるよう設計上配慮しておかれたい。」

◆昭和46年9月 ： 青函トンネルの工事実施計画認可（運輸大臣→公団）

◆昭和48年11月 ： 北海道新幹線 整備計画決定（新幹線の最高設計速度は260km/h）◆昭和48年11月 ： 北海道新幹線 整備計画決定（新幹線の最高設計速度は260km/h）

◆昭和63年3月 ： 青函トンネル供用開始

◆平成17年4月 ： 北海道新幹線（新青森・新函館間）工事実施計画の認可・着工
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出典：津軽海峡線工事誌等より作成



青函トンネルの概要青函トンネルの概要
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青函トンネルの現在の利用状況青函トンネルの現在の利用状況

青函トンネルを活用した北海道の物流青函トンネルの現況

土木構造物 複線断面
新幹線規格

馬鈴薯 たまねぎかぼちゃ乳製品

発発 送送

221221万万トントン//年年
【【シェア４１％シェア４１％】】

軌間 1067mm（狭軌）

電圧 交流20,000V

運行頻度 旅客列車：30本/日
米メロン

【【シェア４１％シェア４１％】】

砂糖

紙製品 自動車部品

運行頻度
（上下線）

旅客列車：30本/日
貨物列車：51本/日

最高速度 旅客列車：140km/h
貨物列車 110k /h 紙製品 自動車部品

北旭川駅

北見駅

中斜里ORS

名寄ORS

小樽築港ORS

滝川駅【発着地】

貨物列車：110km/h

宅配貨物 飲料

釧路貨物駅

帯広貨物駅

苫小牧貨物駅

見駅
小樽築港ORS

札幌貨物(ﾀ)駅
富良野駅

本輪西駅

音別駅

東北地区 ５本
関東地区 ２６本
東海地区 ７本
関西地区 １１本
九州地区 ２本

到到 着着

加工食品 衣類

東室蘭駅

函館貨物駅

輸 送 量 ：約４５０万トン／年
輸送シェア：約４２％

九州地区 ２本

陸上貨物輸送の鉄道シェア
平成22年度実績

到到 着着

225225万万トントン//年年
【【シェア４３％シェア４３％】】書籍 雑貨

輸送シェア：約４２％

4出典：JR貨物資料より作成



（参考）青函トンネルのダイヤの現状（参考）青函トンネルのダイヤの現状

特急列車
（28本/日）

貨物列車
（51本/日）

※破線は臨時列車。
旅客列車はこの他に（28本/日） （51本/日） 旅客列車は 他
急行列車が２本/日運行

2422 2316 17 18 19 2120159 106 7 8 111 13 140 122 3 4 5

新函館

木古内

（湯の里）

奥津軽

（新中小国）

新青森

（新中小国）

出典：整備新幹線問題調整会議（H22.3.25 JR北海道資料）より作成
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新幹線専 を新た 敷設

青函トンネルにおける北海道新幹線乗り入れの工事概要

架線の偏位（ズレ）の調整（92mm）
・新幹線専用レールを新たに敷設
・新在共用レールを交換

新幹線

新幹線軌道中心
調整後
在来線軌道中心

新幹線

在来線

10671067 1067

1435

1067

1435

その他 き電電圧の変更 信号ケーブル敷設 ＡＴＣ関係工事等その他、き電電圧の変更、信号ケーブル敷設、ＡＴＣ関係工事等
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共用走行のイメージ共用走行のイメージ
新函館(仮称)

青函共用走行区間について青函共用走行区間について

函館

新函館(仮称)

五稜郭
【貨物待避線あり】

函館

木古内
きこない

ゆのさと

【貨物待避線あり】

新幹線の駅

信号場（貨物列車 待避線あり）

在来線の駅

在来線の駅（貨物駅隣接）

（凡例）

共用走行区間（82km）

北海道新幹線（新青森・新函館間）
平成27年度末完成（149km）

新幹線
在来線

湯の里信号場
ゆのさと

【貨物待避線あり】

信号場（貨物列車の待避線あり）
青函トンネル（54km）

1067

1435

1067

1435

奥津軽(仮称)

しんなかおぐに
【貨物待避線あり】

新中小国信号場
しんなかおぐに

【貨物待避線あり】

中小国
なかおぐに

新幹線のみが走行

新幹線と貨物が共用走行

機構

機構

JR北海道

JR北海道

分類 所有 日常管理

新青森
青森

東青森
【貨物待避線あり】

新幹線と貨物が共用走行

在来線（貨物が走行）

在来線（貨物が走行）

機構

JR北海道

JR東日本

北海道

JR北海道

JR東日本 7
※在来線の青森駅以東はH22.12に第３セクターに経営分離



新潟県中越地震（平成16年10月）による上越新幹線脱線事故

当面の青函共用走行区間の速度

地震時の新幹線の脱線・逸脱を防止
するための種々の対策を開発・実施中

対策の例：Ｌ型車両ガイドによる逸脱防止対策

・一方、在来線については大規模な地震が発生した際に貨物が荷崩れ・散乱する可能性を
完全には否定できない。完全には否定できない。
・また、現状でも貨物列車が51本/日（上下計）走行しており、ダイヤ調整によりすれ違いを回
避することも困難。

青函共用走行区間においては、当面の新幹線の速度は現在の特急と
同等（140k /h）とすることで現状と同等の安全性の確保を図る同等（140km/h）とすることで現状と同等の安全性の確保を図る。
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（参考）海外における高速鉄道と貨物列車のすれ違いの事例

ドイツ フランス イタリア ユーロトンネル

ギ（イギリス～フランス）

旅客 300km/h 320km/h 300km/h 160km/h

貨物 走 走貨物 120km/h 走行していない 走行していない 140km/h

貨物列車と
なし なし なし あり

のすれ違い
なし なし なし あり

○旅客列車走行時間
帯には貨物列車を走行
させない。

○高速線は旅客列車
の需要に応えるものと
認識されており 高速

○高速線は旅客列車
の需要に応えることが
最優先だが 独占では

○明かり区間において、
旅客列車と貨物列車の
すれ違いが発生（ただ

備考

させない。

○トンネル等において
は高速旅客列車と貨物
列車のすれ違いを禁止
している

認識されており、高速
新線上は貨物列車を走
行させない。

最優先だが、独占では
ないという認識。

※貨物ターミナルとの連絡
線が完成した際は、貨物の
運行を行う計画がある。

すれ違いが発生（ただ
し160km/h）。
○トンネル区間は単線
並列断面のため、同一
トンネル内ですれ違うこしている。 トンネル内ですれ違うこ
とはない。

出典：新興国・開発途上国技術協力に対する海外高速鉄道プロジェクトに関する予備的調査報告書（社団法人海外鉄道技術協力協会）

9



（参考）新幹線の速度向上のための方策

・当面 青函共用走行区間は140km/hでの走行とする・当面、青函共用走行区間は140km/hでの走行とする。

・ただし、将来の速度向上を目指して検討を継続。
※平成２４年度には下記の案を含め、青函共用走行区間を含めた貨物列車・新幹線等の効率的・

効果的な走行形態に関する検討を実施予定効果的な走行形態に関する検討を実施予定。

考えられる速度向上のための方策の案

将来の速度向上
のための方策

新幹線と貨物列車
のすれ違いを許容

すれ違い時に
新幹線が減速す 違 容

貨物専用新幹線を
導入する

新幹線と貨物列車
をすれ違わせない

（分離する）

上下線の間に
隔壁を設置する

第２の青函トンネル
を建設する

10

など



すれ違い時に新幹線が減速

（参考）新幹線の速度向上のための方策

システム上で
対向列車を
確認して減速

110km/h

260km/h

確認して減速

110km/h

すれ違うときに
在来線並みの
速度まで減速

110km/h

140km/h

主な課題
・列車制御システムの技術開発
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（参考）新幹線の速度向上のための方策

上下線の間に隔壁を設置する

主な課題
・1600億円超の建設費

隔壁設置隔壁設置
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